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総務省総合通信基盤局

電波部移動通信課

中村　裕治

平成１８年２月２８日

総務省におけるユビキタスＩＴＳへの取組

ユビキタスＩＴＳシンポジウム
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ＩＴＳにおける電波メディアの現状

放送型

　　　　　　　　

段差が
あります。

料金決済システム

60㍑でした
5500円です

Expressway 
Tollgate
(ETC)

駐車場利用管理
自動門扉開閉／車両通門

～１００ｍ

ミリ波

先行車

センサー型

通信型

携帯電話

広域型 (双方向型)

狭域型

FM 多重放送
(地上デジタル放送)

広域型(放送型)

-VICS- (Vehicle Information and 
Communication System)

ミリ波車載レーダー
(60,76GHz)

電子タグで歩行者ITS等

OBU

公共道路交通情報

DSRC

　　　　　　　　

近づき過ぎです

車車間通信

車線変更します

GPS
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VICSユニット普及状況

VICS普及台数１３００万台突破！

VICS累計出荷実績
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VICSユニット

2005.9月末
VICSユニット累計  :1337万台

2004.7月末
VICSユニット累計  :1000万台突破
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ETC車載器の普及状況

全国の料金所における利用率は53%以上

ETC累積・新規セットアップ件数
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累積セットアップ件数

単月新規セットアップ件数

２００３年月6月10日
累積セットアップ件数   ：1００万台突破

２００５年月１月１0日
累積セットアップ件数   ：５００万台突破

2005年月1２月末
累積セットアップ件数：１００８万台

２００５年月１２月２５日
累積セットアップ件数   ：１０００万台突破
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ＶＩＣＳに対するニーズの高度化・多様化

対象路線拡大

様々な情報の利用
（例:様々な情報、画像等）

受信エリアの拡大

リアルタイム性向上

広域情報
(例:隣接県情報）

提供情報内容の高度化

ユーザのニーズ

• 放送タイプVICSにおいても情報提供の容量増大・　高
速化に対応した高度化が期待

• 地上デジタル放送を利用したＶＩＣＳ！

対応策

マルチパス等の移動受信環境にも対応した伝送方式

セグメント方式を採用しているため、柔軟にサービス提供方法を選択で
きる。

地上デジタル放送方式の特徴

情報提供の
容量増大・高速化

プローブ情報の利用

提供エリア、ビーコン数
の拡大
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1990年代 2000～2003 20112004～20101980年代1950-70年代

地上放送（テレビ）

　　　▲
2006年

順次地域を拡大し、
全国においてデジタ
ル放送開始

　　　　
▲

　　2003年
三大都市圏において
デジタル放送開始

　 ▲
1953年
　白黒
　テレビ
　放送開始

▲
1960年
　カラーテレビ　　
　　　放送開始

事業者：ＮＨＫ（総合､教育）、放大

　　　　　民放　全社(127社)

視聴者：全世帯

　　　　　（4,800万世帯）

（中継局を順次設置）

地上放送（ラジオ）
　　　　　▲
　　　　 2003年　
東京・大阪で実用化
試験放送を開始

2006年中に東京・大阪で開始し、2008年には主要都市
（札幌、仙台、静岡（浜松）、名古屋、広島、福岡）
で開始することを目標「デジタル時代のラジオ放送の
将来像に関する懇談会」報告書（2005年7月）

○　視聴者にとってのメリット
　　　①高品質な映像・音声サービス　　　⇒　ハイビジョンやゴーストのない画像
　　　②安定した移動受信の実現 　　 　⇒　携帯端末等でクリアな映像を受信可能
　　　③ データ放送の充実　　　　　　　　 　⇒　例：ニュース、交通情報、天気予報をいつでも視聴可能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○ 高度なサービスの普及促進等
①セグメント構造の採用により、固定受信向けと携帯・移動受信向けの番組を組み合わせた放

　　　　送が可能
　　　② 2006年春までに、地上デジタル放送の携帯受信端末向けのサービスを開始予定

地上テレビジョン放送のデジタル化の意義地上テレビジョン放送のデジタル化の意義 デジタルテレビ携帯端末の普及予測
デジタルテレビ携帯端末の普及予測

①　携帯電話
　２００６年春　各社より発売予定
　２０１１年 下位予測　１２００万台普及
　　　　　　　　　上位予測　４６００万台普及※

　　　　　　　　　(※　２００８年より携帯電話に標準搭載の場合)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：電通総研調査
②　車載機器（カーナビ等）
　各社より対応カーナビ（端子を装備）発売中
　今後、チューナー発売予定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：各社報道発表資料

　　　　

　 ▲
2011年7月24日

　　
デジタル化完了

　現在のアナログ
　放送終了

2005年12月
中継局ﾛｰﾄﾞﾏｯ
ﾌﾟの公表

放送のデジタル化のスケジュール
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これまでの音声に加え、
様々な情報を送受信

・車両位置・運行状況
・料金収受情報　　　等 車両の動態管理システム

顧客位置
1234

1111

1112

車両動態管理

車両動態管理

(ＧＰＳ位置情報) （基地局）

（顧客）

車載器の操作表示部分

デジタル業務用移動無線

○デジタルタクシー無線

○デジタルMCA無線

デジタル業務用移動無線

○デジタルタクシー無線

○デジタルMCA無線

○元々は都市部における周波数の逼迫対策

○デジタル化によりコンピュータとの連携が可能

　　　→新しい様々なITSアプリケーションの創造

○元々は都市部における周波数の逼迫対策

○デジタル化によりコンピュータとの連携が可能

　　　→新しい様々なITSアプリケーションの創造

062

顧客情報を文字表示
（同時に音声読上げ）

鈴木一郎
名古屋市名東区本郷123
正面玄関

携帯電話

インターネット等
（電気通信回線）

（タクシー会社）

配車指示情報

車両位置と顧客位置を
道路地図に表示し、
ルートを自動設定

車両位置と顧客位置を
道路地図に表示し、
ルートを自動設定

デ
ジ
タ
ル
業
務
移
動
無
線

デジタル業務用移動無線

最適車両の自動検索

プローブ情報取得可能

交通情報提供業者への提供

プローブ情報取得可能

交通情報提供業者への提供
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電子タグシステムの制度化の状況

構内無線局

特定小電力無線局

昭和61年　制度化
平成 4年 免許不要の小電力システ

　　　　　ムの導入

平成14年 小電力システムへの周波

　　　　　数ホッピング(FH)方式の
　　　　　導入

平成17年　FH方式の登録制度の
　　　　　導入

○物流管理

○製造物履歴管理

○物品管理　　等

2.45GHz帯

構内無線局

特定小電力無線局

高周波利用設備

高周波利用設備

制度区分

○物流管理

○製造物履歴管理　等

○交通系カードシステム

○行政カードシステム

○ＩＣカ－ド公衆電話

○入退室管理システム等

○スキーゲート

○自動倉庫

○食堂精算　　等

主な利用用途

平成17年　高出力型システムの導入
平成18年　高出力型システムの高度
　　　　　化及び登録制度への移行

　　　　　低出力型システムの導入

平成10年　制度化
平成14年　出力の緩和、
　　　　　手続の簡素化

昭和25年　高周波利用設備と
　　　　　して制度化

導入経緯

13.56MHz帯

950MHz帯

135kHz以下

周波数帯
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950MHz帯パッシブタグシステムの利用例

単数ないしは少数のタグを個別読取フォークリフト等で搬入する際にゲートに設置したリー
ダ／ライタによりパレット／ケースに貼付したタグを
一括読み取り

＜高出力型＞ ＜低出力型＞

店舗のバックヤードでの利用例

荷物、ケース等にタグ貼付

リーダ／ライタ

工場や空港のラインでの利用例

パレット／ケース等に
タグ貼付

ゲート等

リーダ／ライタ アンテナ

フォークリフト
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新たなライフ新たなライフ

スタイルの創造スタイルの創造

新たなワイヤレス新たなワイヤレス
産業の開拓産業の開拓

固定マイクロ固定マイクロ回線回線

レーダーレーダー  

 

人 工 衛 星 局  

地 球 局  

地 球 局  

地 球 局

人工衛星人工衛星

大規模な社会システムが使用大規模な社会システムが使用
している周波数帯を再編している周波数帯を再編

次世代情報家電、ホームネットワーク次世代情報家電、ホームネットワーク

次世代移動通信システム次世代移動通信システム
モバイルオフィス、モバイルホームモバイルオフィス、モバイルホーム

前方優先車線
進行車両有り

右折します

交差点進入します。
車線変更
します

安全・安心ＩＴＳ安全・安心ＩＴＳ

生活に密着したシステムへ生活に密着したシステムへ
再配分（再配分（主に主に４分野）４分野）

有線ブロードバンド代替システム有線ブロードバンド代替システム

世
界
最
先
端
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の
構
築

世
界
最
先
端
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の
構
築

○ワイヤレスブロードバ○ワイヤレスブロードバ

ンド分野における我がンド分野における我が

国のリーダーシップの国のリーダーシップの

確保確保

○周波数の有効利用○周波数の有効利用

○ユーザの利便性向上○ユーザの利便性向上

今後の取組今後の取組

○ユーザの視点の取入○ユーザの視点の取入

○提案募集によるワイヤレス○提案募集によるワイヤレス

　　ブロードバンドブロードバンドのの具体的シ具体的シ

　　ステムの検討ステムの検討

○マーケットの需要に応じ○マーケットの需要に応じ

　　たた周波数再編の促進周波数再編の促進

「ワイヤレスブロードバンド「ワイヤレスブロードバンド
推進研究会」の検討推進研究会」の検討

平成１７年１２月　：　報告書の取りまとめ及び公表

「ワイヤレスブロードバンド推進研究会」検討結果
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・・ ユーザーが場所を意識することなくどこでもアクセス可能な無線通信ユーザーが場所を意識することなくどこでもアクセス可能な無線通信

・・ 所要の通信品質を確保することができる無線通信所要の通信品質を確保することができる無線通信

　【システム例】　【システム例】 携帯電話（高度化携帯電話（高度化33GG、、移動時移動時100Mbps100Mbpsをを実現する実現する44GG））

　【　【周波数帯】周波数帯】 高度化高度化33GG：： 800MHz800MHz帯、帯、1.51.5※※/1.7/2.0/2.5/1.7/2.0/2.5GHzGHz帯帯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　44GG：： 3.43.4--4.2GHz4.2GHz帯帯、、44.4.4-- 44.9.9GHzGHz帯帯

・・ 必要に応じてインターネットに常時接続が可能となる無線通信必要に応じてインターネットに常時接続が可能となる無線通信
　（モバイルオフィス、モバイルホーム）　（モバイルオフィス、モバイルホーム）

・・ 携帯電話や無線携帯電話や無線LANLAN等と組み合わせて利用等と組み合わせて利用

　【システム例】　【システム例】 IPIP常時接続を実現する常時接続を実現する広帯域移動無線アクセス広帯域移動無線アクセス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（WiMAXWiMAX（（16e16e）、）、次世代次世代PHS PHS 等）等）

　【周波数帯】　【周波数帯】 2.52.5GHzGHz帯帯

前方優先車線
進行車両有り

右折します

交差点進入します。 車線変更します

・・ 瞬時にアドホック的な無線通信網を構築する無線通信瞬時にアドホック的な無線通信網を構築する無線通信

　【システム例】　【システム例】 交通事故を削減するための安全・安心交通事故を削減するための安全・安心高度化高度化ITSITS

　【　【周波数帯】周波数帯】 見通しの悪い交差点等での見通しの悪い交差点等での車車間通信：車車間通信： VHF/UHFVHF/UHF帯帯 等等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　信号機等から道路状況を伝える信号機等から道路状況を伝える路車間通信等：路車間通信等： 5.85.8GHzGHz帯帯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（既利用帯（既利用帯域域の拡張）の拡張） 等等
　　　　　　　　　　　　　　　　 通行人、ベビーカーを見分ける通行人、ベビーカーを見分けるミリ波レーダー：ミリ波レーダー： 7878--8181GHzGHz帯帯

・・ 有線よりも簡易に接続を確立するための近距離無線通信有線よりも簡易に接続を確立するための近距離無線通信

　【システム例】　【システム例】 次世代情報家電次世代情報家電

　【周波数帯】　【周波数帯】 55GHzGHz帯（無線帯（無線LANLANと共用と共用、、WiFiWiFiの高度化の高度化））

・・ 有線での条件不利地域の通信回線を安価に確立するための無線通信有線での条件不利地域の通信回線を安価に確立するための無線通信

・・ コスト重視で、国際規格やアーバンシステムをルーラル利用コスト重視で、国際規格やアーバンシステムをルーラル利用

　【システム例】　【システム例】 見通し外でも実現する見通し外でも実現するFWAFWA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（WiMAXWiMAX（（1616--20042004）、）、iBurstiBurst、、高度化高度化DSDS--CDMACDMA等）等）

　【周波数帯】　【周波数帯】 1.5/2.51.5/2.5GHzGHz帯（移動通信システム帯（移動通信システム用周波数用周波数のの地域地域利用）利用）　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　4.94.9--5.05.0GHzGHz帯（登録制度の帯域）帯（登録制度の帯域） 等等

○次世代移動通信システム、モバイルオフィス・モバイルホーム ○有線ブロードバンド代替システム

○安全・安心ＩＴＳ　

○次世代情報家電、ホームネットワーク　

※　周波数再編アクションプランに基づく検討による。※　周波数再編アクションプランに基づく検討による。

取りまとめられた新システムと主な候補周波数帯
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公共性が高く、高い信頼性や遅延が極めて小さい等の厳格な通信要件が
要求される、安全・安心ＩＴＳに焦点を絞り検討

複数メディアによる車両・路側
機・歩行者間のシームレスな情
報の伝達

シームレス
通信

特定の車両同士の情報交換等車車間通信

インフラ
協調型

利便性が高
く快適な社
会の実現

位置情報等の伝達人車間通信

位置情報・安全情報等の伝達路車間通信

運転意思・安全情報等の伝達車車間通信

インフラ
協調型

車載レーダーによる障害物の検
知と車両の（自動）制御

自律型

安全・安心
な社会の実
現

システム（サービス）概要システム形態適用分野

提案システムの分類（安全・安心ＩＴＳ）
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道路規制情報の提供

（一時停止位置）

接近車両情報の提供

（出会い頭事故対応）

止まれ信号
制御装置

信号情報の提供

大型トラック

停止・低速車両情報の提供

路側機

カメラ

（凡例）

通信エリア

センサー
凍結路面

渋滞末尾

死角

横断歩行者・自転車情報の提供

死角画像情報の提供
（右折事故対応）

交差点
（信号機有り）

交差点
（信号機無し）

見通し外
（カーブ）

路車間通信システム

（例）前車減速制動→後続車も減速制動

① ②

③周辺車両の情報を解析
④解析結果に基づき事故防止支援

衝突可能性小
急接近中・衝突可能性大

警報警報 減速→停止

車両間ﾈｯﾄﾜｰｸ構成→ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等にも接続

車両間でｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ情報等を交換

①自車位置・挙動等の情報を送信
②周辺車両の位置・挙動等の情報を受信

・私はここ
・私は減速中
・直進中 等

★★情報交換情報交換

★★事故防止支援事故防止支援

前後車両間で制動・挙動情報を交換

★★車両制御支援車両制御支援

・位置
・加・減速
・直進中 等

（例）前車減速制動→後続車も減速制動

① ②① ②

③周辺車両の情報を解析
④解析結果に基づき事故防止支援

衝突可能性小
急接近中・衝突可能性大

警報警報 減速→停止

車両間ﾈｯﾄﾜｰｸ構成→ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等にも接続

車両間でｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ情報等を交換

①自車位置・挙動等の情報を送信
②周辺車両の位置・挙動等の情報を受信

・私はここ
・私は減速中
・直進中 等

★★情報交換情報交換

★★事故防止支援事故防止支援

前後車両間で制動・挙動情報を交換

★★車両制御支援車両制御支援

・位置
・加・減速
・直進中 等

車車間通信システム

側方車

先行車

～１００ｍ

側方車

側方車

先行車

～１００ｍ

側方車

側方車

先行車

～１００ｍ

側方車

○　雨や霧などの日にも効果を発揮するミリ波車載レーダーを利用
して前走車等の状態を検出し適切なアクセル／ブレーキ制御等に
より加減速を行う。

○　衝突が避けられない自車の状況を事前に判断し、安全装備を早
期に作動

　　ミリ波車載レーダーで、道路上にある車両や障害物を認知し、シー
トベルトの早期巻取りで乗員拘束性能を高めるとともにペダルの踏
み込みに応じ早期に制動力を補助し衝突速度を低減

自律型システム

安全・安心ＩＴＳの概要
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　　　　　　　　自律型システム

高精度な障害物検知・回避
（分解能数10cm程度）

ミリ波レーダ
（分解能1m程度） 高精度化高精度化

201201XX年年 2020YYYY年年

次世代ITS

路車間通信システム

VICS

DSRC
　　

信号情報の提供
接近車両情報の提供　　　　　　
緊急車両優先通行システム等
　　

多情報化多情報化

現　在

　位置・速度情報の提供等　位置・速度情報の提供等

人車間通信システム
ア
ド
ホ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

他のシステム情報の中継高機能化高機能化位置・速度情報の提供

車車間通信システム

より高度化したシステム

既存のDSRC
を活用

　・　ミリ波レーダーは、人やベビーカー等を検知できる分解能を得られるよう高度化
　・　路側機が設置されていない交差点等で事故回避・被害軽減に車車間通信システムが有効
　・　路側機が設置されているエリアにおける事故対策に路車間通信システムが有効
　・　 ２０１０年以降、２つのシステムが同時期に導入され、路車間通信システムにより提供された情報は、より将来的には車車間通信　

　　　システムによって形成されるアドホックネットワークにより、広範囲に存在する車両に提供

安全・安心ＩＴＳの導入シナリオ

情報の連携

情報の連携情報の連携
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路車間通信システム車車間通信システム

○約２０ｃｍ以下の分解能を目的とした場合、３GHz幅が必要。

○国際的にも７９GHz帯での導入に向けて標準化等が進められ
　　ている。

自律型システム

候補周波数帯：78-81GHz

○低い周波数を使用する事で見通し外に存在する
車輌との通信を実現。

候補周波数帯：VHF帯、UHF帯等 候補周波数帯：5.8GHz帯等

○現在割り当てられている5.8GHz帯において、
　現行のVICSの高度化、DSRCを利用したサービ
　スの検討。

○新たなサービスの提供に当たり、周波数需要に応
じて、周波数の追加を検討。

建物 止まれ

安全・安心ＩＴＳの周波数の考え方①
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・路車間通信システムについて
は、現在、5.8GHz帯に80MHz
の周波数幅が分配

・周波数の有効利用の観点か
ら、まずは当該周波数帯の有
効利用方策を検討すべき
・更なる利用サービスを追加し
ていくにあたっては、周波数需
要に応じて、路車間通信システ
ム用の周波数の追加を検討す
る必要
・その際の使用周波数帯の検
討は、今後の国内的・国際的な
周波数再編に係わる検討を踏
まえて行うことが必要

・導入想定時期が2010年以降

・システム要件に関して、様々な
　

提案があった

・ VHF帯／UHF帯を利用する提
案も見られたが、このような低い
周波数帯を使用しなければ真に
実現不可能なサービスを明確に
することが必要

・800MHz帯の再編、地上アナロ
グ放送終了に伴うVHF帯／UHF
帯の再編等、今後の周波数再編
に係わる検討を踏まえつつ、使
用周波数帯を検討していくことが
必要

車車間通信システム　　　　　　　

　　　　　　

・現在、100m程度の距離内で
1m程度の分解能が実用化→
周波数幅の拡大によりさらなる
高分解能が期待（ 3GHz程度
で20cm程度の分解能）

・更なる高度化に向けて、国際
的にも79GHz帯での導入に向
けて標準化等が進められてお
り、我が国においても、79GHz
帯を中心に検討することが適
当

　７９GHz帯を中心に　　　　　　
　　　　　
レーダー帯域３GHz程度

路車間通信システム自律型システム　　　　　　　
　（車載レーダー）

安全・安心ＩＴＳの周波数の考え方②
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IMT-2000プランバンドの中で高度化３Gへ割当て

2.5GHz帯
（2500-2690MHz）

1.7GHz帯
（1710-1885MHz）

800MHz帯
（8MHz幅）

2.0GHz帯
（2010-2025MHz）

IMT-2000プランバンド

800MHz帯
（上り下りの
周波数の変換）

３G（FDD方式）への割当て
が確定

３G（TDD方式）への
割当てが確定

2012年を目途に再編
を行う予定

新たな移動通信システムへ割当て

2.5GHz帯を広帯域移動無線
アクセスシステムへ割当て

候補周波数帯：　2.5GHz帯

・3G／3.5Gを上回る伝送速度
・一定レベル以上の伝送速度
・3G／3.5Gを上回る周波数効率

3.4-4.2GHz 4.4-4.9GHz

4G向けに提案している周波数帯

３G（FDD方式）
が免許

伝送速度100Mbps以上実現のため、
IMTプランバンド以外でまとまった

周波数帯域の確保

次世代移動通信システムの候補周波数の考え方
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ＩＴ新改革戦略（抜粋）①【IT戦略本部、平成18年1月】
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・世界一安全な道路交通社会

〔目標〕「インフラ協調による安全運転支援システム」*の実用化により、交通事故死傷者数・交通
事故件数を削減する。（*車両からは直接見えない範囲の交通事象に対処すべく、車両がインフ
ラ機器（路側設備や他車両に搭載された機器や歩行者が携帯する機器も含む）との無線通信に
より情報を入手し、必要に応じて運転者に情報提供、注意喚起、警報等を行うシステム）

〔実現に向けた方策〕

１．交通事故の未然防止を目的とした安全運転支援システムの実用化を目指し、2006年の早期
に官民一体となった連携会議を設立し、複数メディアの特性の比較検討を含む効果的なサービ
ス・システムのあり方や実証実験の内容について検討する。

２．上記検討を踏まえ、2008 年度までに地域交通との調和を図りつつ特定地域の公道において
官民連携した安全運転支援システムの大規模な実証実験を行い、効果的なサービス・システム
のあり方について検証を行うとともに、事故削減への寄与度について定量的な評価を行う。

３．2010 年度から安全運転支援システムを事故の多発地点を中心に全国への展開を図るととも
に、同システムに対応した車載機の普及を促進する。

４．歩行者の交通事故死者数削減に寄与するための「歩行者・道路・車両による相互通信システ
ム**」について、官民連携により2010年度までに必要な技術を開発する。（**「インフラ協
調による安全運転支援システム」の一部であり、歩行者の位置を特定し、車両や道路と無線通
信を行うシステム）

ＩＴ新改革戦略（抜粋）②【IT戦略本部、平成18年1月】
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総務省におけるＩＴＳの取組

①研究開発の推進

　平成１７年度から「ユビキタスＩＴＳの研究開発」を実施。（３年間（予定）、NICT運営費交付金）

　　・車車間通信技術／路車間通信技術、地上デジタル放送のＩＴＳ応用　(H17年¥7億/H18年¥6.8億)

　　・電子タグシステムのＩＴＳ応用技術【横須賀にて実施】

②標準化の推進

　ＩＴＵに対して、我が国のＩＴＳ技術を提案。これまでに、ＶＩＣＳ、ＤＳＲＣ、ミリ波車載レーダなど我が国発

　の技術が国際勧告化。引き続き、ミリ波を用いた次世代ＩＴＳ情報通信技術などを積極的に標準化。

③制度整備

　ＶＩＣＳ（ＦＭ多重放送及び電波ビーコン）　→　平成６年制度化

　ＥＴＣ　→　平成９年制度化

　60GHz帯小電力ミリ波レーダ→平成７年制度化、76GHz帯小電力ミリ波レーダ→平成９年制度化

④民間における活動の支援

　「ＩＴＳ情報通信システム推進会議」（事務局：ＡＲＩＢ）における活動の支援、

　「ＤＳＲＣ普及促進検討会」（事務局：ＡＲＩＢ、ＨＩＤＯ、ＪＡＲＩ）における活動の支援

⑤他省庁との連携の推進

　「スマートウェイ推進会議」、「ＡＳＶ推進検討会」、「自律移動支援プロジェクト」等と連携

⑥その他

　「ＶＩＣＳプローブ懇談会」、地方総合通信局との連携を通じた地域におけるＩＴＳの普及・展開　等　
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誰もが、快適に、意のままに移動できる安全・安心な道路交通社会の実現に向け、

車・道路・人を有機的に結合し、

いつでも・どこでも・誰でも・何でも・特別な操作なく情報を利用できる

ユビキタスＩＴＳ（高度道路交通システム）の研究開発を実施

ユビキタスITSの研究開発

ユビキタスＩＴＳ

高速ミリ波伝送

ユビキタス

ネットワーク社会

　　　　　　　　

車線変更します

近づき過ぎです

車車間通信に適した情報通信

電子タグで歩行者ITS等

　　　　　　　　

段差が

あります。

新たなミリ波車載レーダ技術

～１００ｍ

ミリ波

先行車側方車両

１
２

３
４

料金は
○○円です。

○番が空いています。
入場時間は○○です。

入口

出口

DSRC

VICS
安全・安心

安全・安心

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化

産学官連携、ＩＴＳ

関係省庁連携により推進

産学官連携、ＩＴＳ

関係省庁連携により推進

ETC
料金は
○○円です。

高速
化高速
化

現在のITS

　　　　　　　　

携帯電話ｼｽﾃﾑ（3G,4G）
によるテレマティクス

　　　　　　　　

スポット情報
高度道路交通情報

地上デジタル放送のＩＴＳ応用

情
報
高
度
化

情
報
高
度
化

(H17年¥7億/H18年¥6.8億)
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地方総合通信局におけるＩＴＳへの主な取組

災害対策、事故処理や救急業務に携わる車両から映像等の
情報伝送が可能なVHF帯マルチホップ通信システムを実現
するための調査検討を実施。

マルチホップ通信システムを
用いた映像伝送等に関する
調査検討会

北陸総合通
信局

名古屋市内中心市街地の大規模商店街をモデル地域として、
DSRC、携帯電話、地上デジタル放送（データ放送）、無線
LAN等を用いて、商店街に集まる歩行者、車に対し、商店街
情報等の提供等の社会実験を実施。

ＩＴＳスマートモール東海総合通
信局

電子タグを活用し、観光客等の歩行者への情報提供を高度
化するとともに、高度なナビゲーションを行う歩行者ＩＴＳの技
術試験を実施。

沖縄におけるユビキタスＩＴＳ
実現のための調査検討会

沖縄総合通
信事務所

DSRCやアドホック通信の電波利用技術について、積雪寒冷
地域特有の気象条件の変化に伴う電波伝搬特性の調査、積
雪寒冷地域における気象条件等を考慮した最適な技術的パ
ラメータを検討。

積雪寒冷地域におけるユビ
キタスネット構築

東北総合通
信局

札幌市中心部を例に、現在利用されているタクシーの業務用
無線の車両位置情報を、ＩＴＳのための補助データとして活用
できるか否かの可能性と、その方策等についての調査検討
を実施。

車両位置情報活用による道
路交通情報収集に関する調
査検討会

北海道総合
通信局

概　要事　項

このほかにも、各地でＩＴＳ関係の講演会や展示会を実施したり、ホームページを活用した広報活動を実施。
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国際電気通信連合（ＩＴＵ）におけるＩＴＳの標準化

①ＩＴＳ基本勧告、ＩＴＳ機能勧告　（1997年～）

　ITU-R M.1310 : ITS – Objectives and requirements

　ITU-R M.1451 : ITS – Functionalities

　ITSの基本的な要素、ITSの機能、ITSにおける無線メディア　

②自動車レーダー勧告　（2000年）

　ITU-R M.1452 : ITS – Low power short-range vehicular radar equipment at 60 GHz and 76 GHz

　60GHz帯及び76GHz帯の小電力車載ミリ波レーダに関する標準規格

③ＤＳＲＣシステム勧告、ＤＳＲＣにおけるＡＳＬ勧告　（2000年～）

　ITU-R M.1453 : ITS – Dedicated Short Range Communications at 5.8GHz

　ETCシステム、DSRCの物理層、DSRCのASL（ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｻﾌﾞﾚｲﾔ）に関する標準規格

④その他

　我が国の提案に基づき、ミリ波を用いた次世代ＩＴＳ情報通信技術について、現在、

ITU-R SG8 WP8Aにおいて勧告化に向けて検討中。


